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＜連絡事項＞
・栄養士より、栄養補助食品のサンプルが提供されます。適宜患者様へ提供して下さい。
＜部屋移動＞

南102号室へ

・鎌田　隆子様：南103号室より

・西塚　幸子様：南103号室より

・山田みつゑ様：南104号室より

・和田　ノブ様：南104号室より

南103号室へ

・中居　亮子様：南102号室より

・ラスムセンエイコ様：南102号室より

南104号室へ

・高橋　郁様：南102号室より

・本木　孝子様：南102号室より

電子カルテ上の移動

・三浦　光子様：南A114号室→南B103号室へ

・助川　節子様：南B102号室→南A114号室へ
＜患者様連絡事項＞
・引木　勇雄様～13:00　訪問調査実施。
また、本人希望にてパン禁となる。
・奥瀬　一彦様～16:00介護保険更新のための調査依頼あり。居宅オードリー絆　梅花様が来院。
・田中　稔美様～胸部CT実施している。田中Drへ確認の依頼していく。
・本木　孝子様～汚れ物衣類の処理を依頼するが、感染症拡大等により対応困難との話あり。一時的にCSセットB➁へ変更（1/18～）する事となる（春頃まで）。※妹様へは従姉妹様より連絡して下さるとの事。現在、汚れ物（下着二十数枚）はどのようにするか、担当スタッフと検討。
・平栗　城志様～主治医より経管栄養カテーテル自己抜去の可能性あることから、ミトン着用指示あり。また、排便6日間なく肛門触診で硬便多量にあり、酸化マグネシウム3T　毎食後　7日分処方となる。
・畑中　トモ様～イクセロンパッチ9ｍｇ 29 枚　臨時処方あり。
・田沼　清子様～1/19開始の治験薬7日分処方。
・中村　さつ様～替えの電池は本人チェストに入っています。
・宮本　啓司様～介護認定調査　1/26　15：00　予定。
・田中　セツ様～長女より、主治医面談希望あり。1/21　14：00で主治医可能との事。
　　　　　　　　1/20　再度長女より連絡ある為、面談日時伝えて下さい。

・丹崎　禮子様～臨時薬同内容3日分処方。
・松森　英作様～治験薬1/19から7日分処方。
・木村　茂様～大川PSWより、みちのく記念病院へ問い合わせした所、情報提供書依頼あった為、主治医へ依頼しています。仙骨部、踵部　アズノール+ラップ保護処置指示あり。1/19～1/29まで。
・新井　敏弘様～みちのく記念病院への情報提供書作成済み。大川PSWよりFAXしています。
＜退院支援＞

・中村　さつ様～御家族様来院され、南山苑へ申し込みをしたと報告あり。
・是川　雪子様～ご家族からの情報で、施設申込先は素心苑で本人様年金は約50万/年、遺族年金25万/２ヶ月との事。南山苑では名簿に上がっていることを伝えている。
・佐々木　ハル様～SWより情報あり。特養「長老園」　向山様より、入所枠の空きの目処はまだないが、ショートステイの方はこれから空きがでる可能性があると(日程未定)ため、訪問調査の依頼あり。1月21日(木)16時に向山様とケアマネが来院。先に本人様の病状を聞いてから本人様へ面会の希望あり。

ケアマネより。
長男様と面談の結果、短期入所施設「エスコートあかね」の利用を検討。現在3階部分は職員不足で動いていない棟であるが、1名であれば入居が可能な可能性がある。本来、職員の介入が要らない自立か寝たきりの方が望ましいが、本人の状態に応じて施設と相談していくとのこと。それに伴い情報提供書の依頼あり。・精神症状　・ADL（離床の状況含め）　・夜間の様子　・皮膚などの処置状況　・処方薬が盛り込まれたものを希望されている。作成後はFAX送ることとしている。

・田中　セツ様～長女様より、面談希望あり。主治医へ報告し、1/21　10：00で可能との事。
＜皮膚科＞
・吉田　レイ子様～1/20～プレドニゾロン（5）0.5T　3×毎食後　7日分処方。

処置は継続の指示。
・中市　正治様～臀部→エキザルベ軟膏へ変更。
・三上　ミヨ様～仙骨→アズノール＋パーミロール保護。

左外踝・右第一趾→ブロメライン軟膏へ変更。
＜船場Dr診察＞
・中市　正治様～今後ももう少しの間、絶食、点滴1500ml/dayでkeep、セフトリアキソン継続の指示。
＜要注目患者様＞
・館合　寛　様～体温36.4℃　脈拍86回/分　血圧114/60㎜Hg　酸素飽和度93％。話し掛けに、「あーい」と大きな声で返答される。
・木村　茂　様～体温36.7℃　脈拍76回/分　血圧111/63㎜Hg　酸素飽和度91％。黄色水様便多量にあり。経管栄養は時間掛け、ゆっくり流している。
・平栗　城志様～体温36.8℃　、「ぶっ殺す。この野郎。」等発語あり。持参毛布で熱がこもりやすい為、バスタオルを掛けて対応。
・馬場　貞蔵様～日中は便失禁の訴えなく経過されている。

・山田みつゑ様～夜間、天井へ手を伸ばし独語されている。声かけにて「ああ、夜なら寝なきゃですね」と話されているが、退室後も小声で独語されている。日中は車椅子上でぐっすり寝ており再三声掛けても一時的でまた寝ている。
・田沼　清子様～徘徊見られるが他者への過度な干渉はなくホールで過ごされている。
・松森　英作様～ホールや通路内を徘徊して過ごされている。
・宮本　啓司様～検尿のための説明に理解乏しく採取出来ず。水分摂取には拒否なく応じている。
・中市　正治様～ベッド上にて小声での独語聞かれている。腹部膨満感について「だいぶ良くなった。」とにこやかに答えられている。
・是川　志郎様～徘徊見られるが危険行為やスタッフへの執拗な話し掛けなく経過。
・丹崎　禮子様～朝食後薬内服の際、薬の確認し、執拗さあり。やや不機嫌さ見られている。その後もスタッフへ訴え聞かれている。
